
令和〇年（少）第〇〇号 道路交通法違反保護事件  

 

意 見 書 

 

令和〇年〇月〇日  

福岡家庭裁判所御中  

 

少    年 〇〇 〇 〇  

付添人弁護士 福岡 九州男   

 少年に対する道路交通法違反保護事件について、付添人の意見は下記の

とおりである。  

 

意見の趣旨  

  付添人としては、本件少年をいったん在宅試験観察とするのが相当で

あると考える。  

意見の理由  

第１ 非行事実について  

少年が、本件非行事実である道路交通法違反行為を行ったことは事実

であり、少年も認めている。  

しかし、少年は、友人を介して知り合った知人が、ＬＩＮＥグループ

上において、突発的な暴走行為を募る投稿をしたことをきっかけに、本

件行為を行ってしまったのであり、少年自身は、暴走族には所属してお

らず、かつて所属していた事実もないし、本件行為において主導的な役

割を果たしていたわけでもない。  

また、同種余罪はあるものの、これまでに暴走行為を非行事実とする

審判や保護処分は受けていないことは十分に考慮されるべきである。  



第２ 要保護性について  

以下のとおり、少年は、本件行為やこれまでの自らの生活の問題点に

ついて内省を深め、また、少年の環境も大幅に改善し、すでに大幅に要

保護性が解消されており、今後は社会内であってもさらに要保護性が解

消されていくことが十分に期待できる。  

 １ 本件行為や自らの生活の問題点についての内省の深まり  

(1)  少年は、これまで、交通法規を始めとする規範の重要性を十分に

理解せず、自分の行動や生活の問題点などを深く考えることなく生

活し、それが本件非行として表れたといえる。  

(2)  しかし、観護措置がとられ、じっくりと内省を深める時間を得、

鑑別所において調査官や技官、付添人らとの話すことにより、なぜ

無免許運転や共同危険行為が罰せられるのか等、交通法規を始めと

する規範を遵守する必要性や自らのこれまでの生活の問題点につ

いて内省を深めることができている。  

付添人が接見を繰り返して接してきた限り、少年はきっかけと時

間さえあれば、十分に自分の頭で考え、正しい判断をしていくこと

ができる能力を有している。  

これまでは、甘やかす母親との関係の中で、そのような働きかけ

は不十分であったと思われるが、後述するとおり、今後は叔父や叔

母、祖母などからの働きかけも期待できるのであり、その中でさら

に考えを深め、問題点を克服していくことは十分に可能である。  

(3)  また、少年は、これまで免許取消となった後も自動二輪車を保有

し続けてきたが、免許制度の意義や無免許運転の危険性に思い至る

中で、自ら自動二輪車を処分する決意をし、第三者に売渡し、名義

も変更した（添付資料参照）。   

     これも少年の内省の深まりを示す事情である。  



２  生活環境の大幅な変化  

(1) 今後の居住先等について  

少年は、本件行為をしてしまった理由の一つが、少年を強く指導す

ることのできない母親との関係にあると考え、今後は、県外にある少

年の母方の祖母方で生活することを決めた。   

祖母方は、少年の叔父にあたる、少年の母の兄夫婦が同居しており、

日中も少年の叔父の妻や祖母が在宅していることから、少年の監督に

は十分な環境である。  

一方で、母親とは異なり、少年が問題を起こしたり、悪い方向へ向

かう予兆があれば、少年を厳しく指導していくことも期待でき、少年

もそれを受け入れようと考えている。  

(2)  今後の就労等について  

少年は、先月１８歳となり、高校３年生にあたる年齢であり、将来

続けることのできる仕事を見つけ、それに向かって精進していかなけ

ればならない時期である。  

少年は、以前からグラフィックデザイナー関係の仕事に就きたいと

希望しており、そのための専門学校に行きたいと考えている。  

そこで、少年は、専門学校に行くための学費を蓄えるため、少年の

叔父の親しい知人が営んでいる居酒屋（焼鳥屋）でアルバイトをする

ことを決め、当該知人の快諾ももらった。  

(3) 交友関係の大幅な変化  

また、少年は、これまでの交友関係の問題点も認識し、携帯電話の

番号を変更し、ＬＩＮＥのアカウントを削除するなど、以前から親し

く、非行性のある友人らとは関係のない同性の友人以外とは連絡を断

とうと考えている。  

少年の住居が大きく変わることも合わせて考えれば、少年が問題の



ある交友関係を断ち切って生活していくことは十分可能である。  

第３ まとめ  

以上のとおり、少年の要保護性は大幅に改善しており、今後は社会内に

おいても要保護性が解消していくことが期待できる状況にある。但し、こ

のような変化は、監護措置決定後の短い期間で起こったという面もあり、

最終的な処分を判断するには、本人が新しい環境の中で生活を始め、本人

の生活が落ち着くのを待つ必要がある。  

そこで、少年についてはいったん在宅試験観察に付すべきと考える。  

以上  

 

添付書類  

登録事項等通知書 １通  

自動車検査証   １通  


